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対円レート（左軸）

対米ドルレート（右軸）

（期間：2010年12月31日～2015年1月21日、日次）

（年/月）

トルコリラ高

トルコリラ安

（トルコリラ/米ドル、逆目盛）（円/トルコリラ）

（注）ニューヨーク時間17時頃の値。

ただし、1月21日の為替レートは、東京時間8時頃の値。
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1週間物レポレート 翌日物借入金利

翌日物貸出金利 市場金利※

（期間：2010年12月31日～2015年1月20日、日次）

（年/月）

（％）

※市場金利は銀行間翌日物金利
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2015年1月21日 
野村アセットマネジメント株式会社 

1月20日のトルコの政策金利の引き下げについて 

 1月20日、トルコ中央銀行は金融政策決定会合を開

催し、主要政策金利である1週間物レポレートを0.5％

引き下げ、7.75％とすることを決定しました。市場金利

の上限となる翌日物貸出金利は11.25％に、市場金利

の下限となる翌日物借入金利は7.5％にそれぞれ据え

置かれました。一部の市場参加者は利下げを予想して

いました。 

主要政策金利を8.25％から7.75％に引き下げ 

政治圧力の中、インフレ鈍化を受け利下げ決定 

 同中銀は会合後に発表した声明の中で、利下げの背

景について、原油価格をはじめとする商品価格の下落

を受け、インフレ率が低下していることを挙げています。

昨年12月のインフレ率は8.17％となり、依然として同中

銀の目標とする5％の水準を大きく上回っているものの、

前月の9.15％から鈍化しました。 

 また、同国のエルドアン大統領は今年6月に総選挙を

控える中で、景気浮揚による与党の支持率上昇を意図

し、同中銀に利下げするよう強く求めていました。 

 同中銀は声明の中で、「インフレ率は2015年半ばまで

には目標値に近づくと予想しているものの、インフレ率

のさらなる低下のためには慎重な金融政策の運営が

必要であり、今後の金融政策はインフレ見通しの改善

次第」としています。 

 1月20日のニューヨーク外国為替市場では、対米ドル

で前日比0.4％程度のトルコリラ安、対円で同0.7％程度

のトルコリラ高となりました。 

 次回の金融政策決定会合は2月24日に開催される予

定です。 

                                 以上                           

【図1】トルコの政策金利の推移 

【図2】トルコの消費者物価指数（前年同月比）の推移 

【図3】トルコリラの対円・対米ドルレートの推移 

（出所）Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成 
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